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第
一
節
　
研
究
の
立
場
と
範
囲

当
為
表
現
（
前
項
部
～
ネ
バ
、
～
ナ
ケ
レ
バ
、
後
項
部
ナ
ラ
ナ
イ
、
イ
ケ
ナ
イ
）
は
一
つ
の
表
現
形
式
で
あ
り
な
が
ら
、
否

定
助
辞
の
条
件
表
現
と
禁
止
表
現
と
い
う
二
つ
の
表
現
が
合
成
さ
れ
た
特
殊
な
表
現
形
式注
注

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
従
来
の
研

究
で
は
、
当
為
表
現
は
否
定
表
現
の
一
形
式
と
し
て
、
あ
る
い
は
当
為
表
現
の
み
扱
わ
れ
て
お
り
、
形
式
の
変
化
は
あ
る

程
度
明
ら
か
に
な
っ
た
も
の
の
、
他
の
表
現
と
の
比
較
が
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
た
。
両
表
現
の
比
較
に
よ
り
、
当
為

表
現
の
特
質
が
さ
ら
に
明
ら
か
に
な
る
と
考
え
る
。
そ
の
た
め
、
本
書
は
否
定
助
辞
の
条
件
表
現
、
禁
止
表
現
と
の
比

較
・
対
照
を
行
い
、
先
行
研
究
で
は
解
明
さ
れ
な
か
っ
た
点
に
迫
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

対
象
と
す
る
時
代
は
、
近
世
以
降
と
す
る
。
そ
れ
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
標
準
語
（
共
通
語
）
の
成
り
立
ち
を
考
え
る

う
え
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
位
相
を
検
証
で
き
る
資
料
が
こ
の
時
代
か
ら
多
数
残
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

従
来
の
近
世
語
の
研
究
は
、
資
料
の
関
係
に
よ
り
、
前
期
は
上
方
語
、
後
期
に
な
る
と
江
戸
語
も
加
わ
っ
た
東
西
二
大

方
言
に
つ
い
て
行
わ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
中
央
語
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
と
時
代
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
重
要
で
あ
り
、

日
本
語
史
を
考
え
て
い
く
本
流
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
江
戸
語
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
り
、
現
在
で
も
活
発
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
近
世
（
江
戸
時
代
）
は

徳
川
家
康
の
江
戸
幕
府
開
幕
に
は
じ
ま
る
が
、
そ
の
後
も
し
ば
ら
く
は
政
治
の
中
心
地
は
江
戸
、
文
化
の
中
心
地
は
上
方

と
い
う
時
代
が
続
い
た
。
江
戸
を
中
心
と
し
た
文
化
が
栄
え
る
の
は
開
幕
か
ら
約
一
七
〇
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
と
ば



4近代日本語の当為表現 5  序章　研究の視点と方法─ ─

続
し
て
い
く
の
か
、
あ
る
い
は
両
中
央
語
の
影
響
を
ど
の
よ
う
に
受
容
し
た
の
か
も
あ
わ
せ
て
考
察
を
行
う
。

さ
ら
に
、
つ
づ
く
近
代
も
取
り
あ
げ
る
。
東
京
語
の
成
立
に
つ
い
て
は
大
き
く
わ
け
て
二
説
出
さ
れ
て
い
る
。
第
一
は

江
戸
語
か
ら
変
化
を
起
こ
し
て
で
き
た
と
考
え
る
も
の
で
あ
り
、
第
二
は
教
養
層
の
こ
と
ば
を
基
盤
と
し
て
成
立
し
た
と

す
る
考
え
で
あ
る注
注

。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
各
研
究
者
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
指
摘
が
な
さ
れ
て
お
り
、
議
論
が
活
発
に
行

わ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
近
世
か
ら
の
つ
な
が
り
を
考
え
、
京
阪
語
（
関
西
語
）・
東
京
語
の
考
察
を
行
う
。

と
こ
ろ
で
、
明
治
時
代
に
入
る
と
、
標
準
語
（
共
通
語
）
に
つ
い
て
活
発
に
議
論
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
は
、

そ
れ
以
前
の
各
地
方
に
お
い
て
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
ば
を
共
通
さ
せ
、
国
家
の
統
一
を
は
か
る
こ
と
が
急
務
で
あ
っ
た

こ
と
に
よ
る
。
こ
の
標
準
語
（
共
通
語
）
は
、
い
ず
れ
も
東
京
語
と
関
連
づ
け
て
論
じ
ら
れ
、「
東
京
の
山
の
手
の
中
流

の
こ
と
ば
」
と
か
「
東
京
の
教
養
あ
る
人
々
の
こ
と
ば
」
と
考
え
ら
れ
た
り
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
標
準
語
（
共
通

語
）
は
、
東
京
語
を
基
盤
に
し
て
成
立
し
た
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
明
治
二
〇
年
前
後
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
東
京
に

基
盤
が
置
か
れ
た
理
由
は
、
近
世
以
降
、
そ
の
政
治
形
態
に
よ
り
、
政
治
・
経
済
・
文
化
・
学
問
等
の
発
信
源
と
し
て
国

内
各
地
に
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
明
治
期
は
西
洋
文
化
の
流
入
に
伴
い
、
政
治
的
・
社
会
的
に

大
き
な
変
化
が
起
こ
っ
た
時
代
で
あ
り
、
教
育
の
普
及
、
新
聞
・
雑
誌
等
の
書
物
の
普
及
に
よ
り
東
京
語
を
基
調
と
す
る

共
通
語
が
全
国
的
に
広
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
標
準
語
（
共
通
語
）
の
成
り
立
ち
は
特
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、
標
準
語
（
共
通
語
）
普
及
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
た
と
考
え
ら
れ
る
国
定
教
科
書
を
み
る
こ
と
に
よ
り
、
当
時
の
言
語
意
識
を
探
る
こ
と
に
す
る
。

さ
ら
に
つ
づ
く
現
代
語
と
し
て
は
、
二
〇
〇
二
年
三
月
に
『
方
言
文
法
全
国
地
図
』（
以
下
、
Ｇ
Ａ
Ｊ
）
第
五
巻
が
刊
行

も
同
様
に
、
江
戸
語
は
地
方
よ
り
流
入
し
て
き
た
人
々
の
方
言
雑
居
の
状
態
か
ら
そ
の
当
時
共
通
語
で
あ
っ
た
上
方
語
を

基
盤
に
東
国
語
が
入
り
、
融
合
混
和
し
て
徐
々
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
一
応
の
成
立
は
中
期
頃
と
い
わ
れ
て
い
る注
注

。

ま
た
、
近
世
は
士
農
工
商
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
身
分
制
度
が
確
立
し
、
身
分
の
違
い
に
よ
る
こ
と
ば
の
相
違
が
顕
著

で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
武
士
あ
る
い
は
上
層
町
人
の
よ
う
な
教
養
あ
る
人
々
、
職
人
や
下
層
町
人
等
の
比
較
的
教
養
の
低

い
人
々
、
そ
の
他
、
遊
里
や
い
さ
み
等
の
特
定
の
集
団
に
使
わ
れ
た
こ
と
ば
が
あ
り
、
身
分
の
違
い
に
よ
る
こ
と
ば
の
相

違
が
明
確
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
江
戸
語
は
地
域
や
身
分
に
よ
る
こ
と
ば
の
相
違
を
生
み
出
し
た
。
こ
と
ば
の
多
様
化
が
江
戸
語
の
大
き

な
特
徴
と
い
え
よ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
近
世
語
に
関
し
て
は
、
上
方
語
、
江
戸
語
の
比
較
・
検
証
、
さ
ら
に
位
相
等
の
考
察
が
不
可
欠
な
の

で
あ
る
。

し
か
し
、
周
辺
に
は
多
く
の
方
言
が
存
在
し
て
お
り
、
現
在
も
存
在
す
る
。
日
本
語
の
歴
史
を
考
え
る
と
き
、
主
要
な

中
央
語
と
そ
の
周
辺
に
あ
る
諸
方
言
と
が
共
存
し
て
各
時
代
の
言
語
を
形
成
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
時
代
的
に
つ
な
ぎ
合

わ
せ
た
も
の
が
日
本
語
の
歴
史
で
あ
る
と
考
え
る
立
場
も
あ
る
。
こ
の
考
え
方
に
立
て
ば
、
中
央
語
と
地
方
の
方
言
が
地

理
的
・
文
化
的
に
ど
の
よ
う
に
影
響
を
与
え
て
い
た
の
か
、
そ
の
関
係
が
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
き
た
の
か
が
問
題
に

な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
考
え
か
ら
、
本
書
で
は
上
方
語
、
江
戸
語
に
加
え
、
近
世
後
期
の
尾
張
地
方
を
舞
台
に
し
た
資
料
を
用
い
た
三

地
域
の
方
言
を
扱
う
。
尾
張
地
方
は
東
西
方
言
の
緩
衝
地
帯
に
位
置
す
る
た
め
、
上
方
語
か
ら
江
戸
語
へ
ど
の
よ
う
に
連
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二
大
中
央
語
の
実
態
を
把
握
す
る
。

第
四
章
は
、
尾
張
地
方
の
洒
落
本
を
資
料
に
当
地
の
様
子
を
記
述
し
、
Ｇ
Ａ
Ｊ
を
も
と
に
史
的
変
化
を
推
定
す
る
。
ま

た
、
近
隣
中
央
語
で
あ
る
上
方
語
と
も
比
較
・
対
照
し
、
影
響
関
係
を
考
察
す
る
。

第
五
章
は
、
第
四
章
と
は
異
な
る
尾
張
戯
作
資
料
を
用
い
、
上
方
語
・
関
西
語
資
料
を
用
い
て
行
わ
れ
た
先
行
研
究
を

参
考
に
、
当
地
の
当
為
表
現
、
禁
止
表
現
の
様
子
を
概
観
す
る
。

第
六
章
で
は
、
標
準
語
（
共
通
語
）
教
育
に
も
っ
と
も
影
響
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
国
定
国
語
教
科
書
を
資
料
に
当
為
表

現
の
様
子
を
概
観
す
る
。
こ
れ
ら
と
同
時
代
の
他
文
献
と
で
は
ど
の
よ
う
な
差
異
が
あ
る
の
か
を
比
較
し
、
当
時
の
教
科

書
の
果
た
し
た
役
割
を
検
証
す
る
。

第
七
章
で
は
、
Ｇ
Ａ
Ｊ
、
Ｎ
Ｌ
Ｊ
に
よ
る
今
日
的
な
分
布
を
解
釈
し
、
文
献
か
ら
得
ら
れ
た
様
子
と
比
較
し
、
変
化
の

様
子
を
推
定
す
る
。

終
章
で
は
近
代
日
本
語
研
究
に
お
け
る
中
央
語
と
方
言
に
つ
い
て
の
見
解
お
よ
び
課
題
を
述
べ
る
。

以
上
、
こ
の
順
に
検
証
を
行
い
、
近
代
日
本
語
に
お
け
る
当
為
表
現
の
様
相
を
解
明
し
て
い
く
。

第
三
節
　
研
究
史

考
察
に
先
立
ち
、
当
為
表
現
の
先
行
研
究
に
つ
い
て
ひ
と
と
お
り
眺
め
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
論
文
名

に
当
為
表
現
と
冠
し
た
先
行
研
究
は
少
な
く
、
従
来
は
否
定
助
辞
表
現
の
一
形
式
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
程
度
で
あ
っ
た
。

さ
れ
、
当
為
表
現
に
お
け
る
今
日
的
な
分
布
状
況
が
俯
瞰
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
加
え
て
、
二
〇
一
六
年
一
二
月
に
大

西
拓
一
郎
編
『
新
日
本
言
語
地
図
―
分
布
図
で
見
渡
す
方
言
の
世
界
―
』（
以
下
、
Ｎ
Ｌ
Ｊ
）
が
発
行
さ
れ
た
。
Ｎ
Ｌ
Ｊ
は
、

国
立
国
語
研
究
所
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
方
言
の
形
成
過
程
解
明
の
た
め
の
全
国
方
言
調
査
（
研
究
代
表
者
：
大
西
拓
一

郎
氏
）」
で
、
二
〇
一
〇
年
か
ら
二
〇
一
五
年
に
か
け
て
全
国
五
五
四
地
点
に
お
い
て
二
一
一
の
項
目
を
調
査
し
て
い
る
。

Ｇ
Ａ
Ｊ
に
続
く
今
日
的
な
様
相
が
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
分
布
か
ら
歴
史
（
伝
播
）
を
推
察
し
、
ま
た
文
献
資
料
と

の
比
較
・
対
照
を
行
う
。
文
献
資
料
で
は
中
央
語
の
歴
史
が
主
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
Ｇ
Ａ
Ｊ
・
Ｎ
Ｌ
Ｊ
は
全

国
の
分
布
が
示
さ
れ
、
文
献
の
み
で
は
推
定
し
き
れ
な
い
諸
地
域
の
歴
史
を
埋
め
る
の
に
有
効
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

第
二
節
　
考
察
の
手
順

本
書
の
第
一
章
で
は
、
江
戸
語
の
様
子
を
解
明
す
る
。
そ
の
際
、
当
為
表
現
だ
け
で
な
く
、
関
連
す
る
否
定
表
現
と
比

較
し
、
当
為
表
現
の
特
質
を
明
ら
か
に
す
る
。
さ
ら
に
、
話
者
の
位
相
、
お
よ
び
聞
き
手
と
の
関
係
で
ど
の
よ
う
な
形
式

を
選
択
す
る
の
か
に
つ
い
て
も
論
述
す
る
。

第
二
章
で
は
、
江
戸
語
・
東
京
語
に
お
け
る
当
為
表
現
の
様
子
と
Ｇ
Ａ
Ｊ
を
は
じ
め
と
す
る
言
語
地
図
の
分
布
を
比
較

し
、
歴
史
的
変
化
を
推
定
す
る
。

そ
し
て
第
三
章
は
、
近
世
後
期
か
ら
明
治
・
大
正
に
か
け
て
の
上
方
語
・
関
西
語
の
当
為
表
現
後
項
部
に
関
わ
る
禁
止

表
現
を
調
査
し
、
Ｇ
Ａ
Ｊ
の
分
布
と
比
較
・
対
照
を
行
う
。
そ
し
て
第
一
・
二
章
の
江
戸
語
・
東
京
語
と
比
較
し
、
東
西


